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夏の異常気象のように世界経済も見通し不能だ。スナップ・ショット的に見れば日・

米を始めとしてどの国もそこそこやっているという感じなのだが、一寸立入って見ると

あちこちに不具合が残っていたり、新しいひびが見付かったりする。 

 

それにしても年末迄の 4ヶ月は一寸異常な位世界中で出来事が待っている。まず日本

では消費税引上げの帰すうが決まり、国会で「第三の矢」の実像がはっきりする。つま

り、アベノミックスの命運が決まるということ。米国ではＱＥ3脱却の道すじが明らか

になり、バーナンキの後任も決まる。財政赤字問題での議会の動向もはっきりするだろ

う。欧州ではドイツの選挙。おそらくメルケルは勝つんだろうが、勝ち方によって今後

のユーロ圏経済には大きな影響が出る。ドイツ国民はどこ迄自分達の将来の命運をヨー

ロッパに賭けるだろうか。中国では 11月に三中全会が開かれる。金融改革・国有企業

改革という核心的経済改革が本気で進められるのか、それとも習近平体制確立という政

治的要請が先行するのか。韓国、ロシア、インド等日本と縁の深いＧ20諸国でも、年

末迄の経済運営はそれぞれにきわめて重要である。 

 

こういうさまざまな懸案の結果がどういう組合わせで実現するかは勿論今日の時点

で正確に予見できるものではない。しかし、あえて一つの仮説を立てるとすれば、6年

に及ぶ経済危機やそれから派生したそれぞれ固有の困難への対応に追われてきた世界

中の国々において、さらなる大きな困難を呼ぶかも知れないチャレンジに喜んでぶつか

って行こうという元気と無鉄砲さは見当たらないのではないかということだ。つまり、

今皆が望んでいることは、何しろ危機から確実に抜け出るということである。まず正常

状態に戻ってから先のことは考えようという心理である。 
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こういう対応は問題の先送りの危険と背中合わせであることは否定できない。今回の

危機のもっとも根源的な原因である国際的な金融債務の過剰な積上がりをどう防ぐか

という課題はとてもすぐには解決されそうもない。多分、金融危機から解放された世界

というのはもう決して戻っては来ないだろう。にもかかわらず、2013年秋の陣で日本

をはじめとする各国が、一歩でも二歩でも踏み込んだ結果を出すことが望ましく、必要

なことは明らかであろう。どこの世界でも、最後は自助努力なのである。 

 

    （株式会社マネーパートナーズ ホームページへの寄稿）  
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